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胎動期

躍進期

発展期

展開期

昭和45年―昭和54年

昭和55年−平成元年

平成2年−平成11年

平成12年−平成21年

県民の健康と福祉を願って

新天地で飛躍に向けた再出発

県内唯一の総合健康支援機関として

創立半世紀へ向けた取り組み

「
歴
史
編
」
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［
予
防
医
学
の
夜
明
け
］

　

健
や
か
に
い
き
い
き
と
暮
ら
す
た
め
に
病
気
を
予
防
し
、

健
康
を
維
持
す
る
。
病
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
か
ら
治
療
す

る
こ
と
よ
り
、
病
気
に
な
り
に
く
い
心
身
を
作
る
。
す
な
わ

ち
予
防
医
学
と
い
う
ア
イ
デ
ア
が
わ
が
国
に
広
が
り
始
め
た

の
は
、
昭
和
30
年
代
半
ば
か
ら
昭
和
40
年
代
半
ば
に
か
け
て

続
い
た
高
度
経
済
成
長
時
代
で
あ
る
。

　

全
国
的
な
動
き
と
し
て
は
、
昭
和
30
年
（
１
９
５
５
）
に

神
奈
川
県
予
防
医
学
協
会
が
任
意
団
体
と
し
て
設
立
さ
れ
、

学
校
検
診
を
中
心
に
進
め
な
が
ら
昭
和
36
年
（
１
９
６
１
）

に
財
団
法
人
の
認
可
を
受
け
た
。

　

ま
た
、
が
ん
の
早
期
発
見
や
早
期
治
療
、
生
活
習
慣
の
改

善
な
ど
が
話
題
と
な
り
、
短
期
入
院
精
密
身
体
検
査
が
「
人

間
ド
ッ
ク
」
と
呼
ば
れ
マ
ス
コ
ミ
で
も
注
目
を
集
め
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。

［
予
防
に
勝
る
治
療
な
し
］

　

財
団
法
人
岩
手
県
予
防
医
学
協
会
（
以
下
、
当
協
会
）
の

創
立
者
で
あ
る
遠
山
美
知
が
「
予
防
に
勝
る
治
療
な
し
」
と

い
う
言
葉
に
出
会
い
、
予
防
医
学
に
強
い
関
心
を
持
つ
よ
う

に
な
っ
た
の
も
そ
の
頃
で
あ
っ
た
。
美
知
は
、
若
い
頃
か
ら

前
史
　予
防
に
勝
る
治
療
な
し

遠山美知　モスクワ赤の広場にて（昭和 36 年 6月）

予
防
医
学
的
な
活
動
に
興
味
を
持
ち
、
遠
山
病
院
の
初
代
理

事
長
兼
院
長
で
あ
る
夫
と
と
も
に
結
核
検
診
や
人
間
ド
ッ
ク

事
業
に
い
ち
早
く
着
手
し
た
。
と
同
時
に
看
護
婦
の
養
成
や

国
際
交
流
事
業
な
ど
幅
広
い
活
動
に
関
わ
っ
て
い
た
。

　

人
類
初
の
宇
宙
飛
行
士
と
な
っ
た
ガ
ガ
ー
リ
ン
少
佐
の「
地

球
は
青
か
っ
た
」
と
い
う
言
葉
が
話
題
を
集
め
た
昭
和
36
年

６
月
、
美
知
は
、
日
ソ
協
会
主
催
の
ソ
連
訪
問
団
の
一
員
と

し
て
ソ
連
（
現
ロ
シ
ア
）
内
の
医
療
制
度
や
教
育
事
情
を
視

察
し
た
。
そ
の
と
き
ソ
連
の
医
師
団
か
ら
「
予
防
に
勝
る
治

療
な
し
」
と
い
う
こ
と
を
聞
き
、「
ま
っ
た
く
そ
の
通
り
だ
」

と
共
感
し
た
。

　

ソ
連
か
ら
帰
国
し
た
美
知
は
、
予
防
医
学
の
重
要
性
を
夫

と
語
り
合
い
、
遠
山
病
院
の
健
診
事
業
を
拡
充
す
る
一
方
、

院
内
に
検
査
室
を
立
ち
上
げ
て
、
市
内
の
い
く
つ
か
の
小
学

校
か
ら
は
検
便
に
よ
る
寄
生
虫
卵
検
査
を
受
託
し
て
検
査
事

業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　

こ
の
検
査
室
に
昭
和
40
年
（
１
９
６
５
）
４
月
、
の
ち
に

当
協
会
の
「
真
の
創
始
者
」
と
呼
ば
れ
る
夢
多
き
青
年
、
獣

医
師
の
栗
原
耿
が
入
り
、
新
し
い
風
を
吹
き
込
ん
だ
。

［
母
体
と
し
て
の
岩
手
臨
床
検
査
セ
ン
タ
ー
］

　

栗
原
は
、
検
査
室
へ
入
っ
て
間
も
な
く
ア
メ
リ
カ
へ
留
学

し
、
臨
床
検
査
や
予
防
医
学
に
対
す
る
知
識
を
深
め
て
帰
国

し
た
。
そ
れ
に
あ
わ
せ
る
よ
う
に
遠
山
病
院
で
は
昭
和
41
年

７
月
、
栗
原
を
検
査
科
長
兼
岩
手
臨
床
検
査
セ
ン
タ
ー
所
長

に
抜
擢
し
た
。
栗
原
は
、
そ
れ
ま
で
保
健
所
が
行
っ
て
い
た

学
童
の
寄
生
虫
卵
検
査
等
を
受
託
し
て
業
務
の
拡
大
を
図
っ

た
。
こ
の
活
動
が
当
協
会
の
源
流
と
な
っ
た
。　

　

栗
原
は
言
う
。

　
「
協
会
の
発
足
は
、
昭
和
41
、
42
年
頃
遠
山
病
院
の
院
長
夫

妻
を
始
め
、
何
人
か
の
医
局
の
先
生
方
が
抱
い
て
い
た
予
防

医
学
的
な
考
え
方
に
端
を
発
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
遠
大
に

し
て
且
つ
総
合
的
な
構
想
で
あ
っ
た
が
、
協
会
発
足
の
現
実

的
な
き
っ
か
け
は
遠
大
な
構
想
で
は
な
く
、
近
隣
の
学
校
か

ら
学
童
の
寄
生
虫
卵
検
査
の
依
頼
が
来
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
些
細
な
こ
と
で
あ
っ
た
」（
栗
原
耿
「
岩
手
県
予
防
医
学

協
会
の
誕
生
」、『
10
年
の
歩
み
』
所
収
）
と
。

　

昭
和
43
年
に
何
気
な
く
引
き
受
け
た
盛
岡
市
内
某
小
学
校

の
曉
虫
卵
検
査
を
し
た
と
こ
ろ
柿
の
種
状
の
卵
が
眼
前
に

ビ
ッ
シ
リ
と
広
が
っ
た
。
検
査
の
結
果
、
全
学
年
の
有
卵
率

は
平
均
し
て
24
～
25
％
に
達
し
た
。

　

こ
れ
が
、
後
々
ま
で
語
り
継
が
れ
る
「
某
小
学
校
の
高
有

卵
率
シ
ョ
ッ
ク
」
で
、
臨
床
検
査
室
で
一
緒
に
顕
微
鏡
を
覗

い
て
い
た
田
部
国
彦
は
「
協
会
創
立
の
動
機
、発
火
点
」（「
誕

生
の
こ
ろ
」、『
遠
山
病
院
創
立
50
周
年
記
念
誌
』所
収
）と
語
っ

て
い
る
。

［
協
会
設
立
前
夜
］

　

そ
の
後
、
市
内
の
学
校
か
ら
便
検
査
や
曉
虫
卵
検
査
の
依

頼
が
急
増
し
、
臨
床
検
査
室
に
は
田
部
を
含
め
て
３
名
の
専

従
ス
タ
ッ
フ
が
生
ま
れ
、
彼
ら
に
企
画
や
結
果
処
理
事
務
の

た
め
の
部
屋
が
与
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
尿
や
血
液
関
係
等
の

集
団
検
査
依
頼
も
増
加
し
、
そ
れ
ら
の
業
務
は
病
院
の
臨
床

検
査
業
務
と
は
な
じ
ま
な
い
一
種
の
独
立
し
た
事
業
と
な
っ

て
い
っ
た
。
そ
の
と
き
栗
原
は
、
寄
生
虫
対
策
を
原
点
と
し

た
公
衆
衛
生
活
動
を
独
自
に
展
開
し
て
ゆ
け
ば
面
白
い
も
の

に
な
る
と
思
い
、
予
防
医
学
協
会
的
な
も
の
を
作
っ
て
み
よ

う
と
考
え
た
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
昭
和
43
年
６
月
、
遠
山
富
夫
院
長
が

病
没
し
た
。
夫
の
遺
志
を
引
き
継
い
だ
美
知
は
、
新
理
事
長

と
し
て
病
院
経
営
に
携
わ
る
一
方
、
53
歳
で
急
逝
し
た
夫
の

悲
劇
か
ら「
予
防
に
勝
る
治
療
な
し
」と
い
う
信
念
を
深
め
た
。

そ
し
て
主
体
性
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
栗
原
た
ち
の
活
動
を

見
て
、
予
防
医
学
事
業
の
具
体
的
な
一
歩
と
し
て
寄
生
虫
メ

ン
バ
ー
を
中
心
に
数
人
の
職
員
を
遠
山
病
院
か
ら
独
立
さ
せ
、

逐
次
、
事
業
内
容
や
設
備
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。

　

こ
う
し
て
予
防
医
学
協
会
設
立
へ
の
端
緒
が
開
か
れ
た
の

で
あ
っ
た
。

歴史
TOPICS

予
防
協
誕
生
の
経
緯

遠山富夫・美知夫妻（昭和 42 年 11月）

1

chronicle  topics  1
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任
意
団
体
と
し
て
協
会
が
発
足

当
協
会
の
組
織
作
り
は
、
昭
和
44
年
か
ら
始
ま
っ
た
。
美
知

と
栗
原
は
全
国
の
動
き
を
見
聞
し
、
総
合
的
な
予
防
医
学
運
動

の
拠
点
づ
く
り
を
目
指
し
た
が
、
寄
生
虫
予
防
活
動
に
目
的
を

絞
っ
た
組
織
を
と
い
う
県
と
折
り
合
い
が
つ
か
ず
交
渉
が
難
航

し
た
。

　

ま
た
、
予
防
医
学
協
会
の
事
業
は
個
人
病
院
レ
ベ
ル
の
事
業

で
は
な
く
関
係
諸
機
関
が
一
致
協
力
し
て
専
門
機
関
を
設
立
し

て
総
合
的
に
推
進
す
べ
き
も
の
で
、
将
来
的
な
発
展
の
た
め
に

は
県
医
師
会
の
参
加
と
協
力
が
不
可
欠
と
考
え
折
衝
し
た
が
、

理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
は
岩
手
県
に
限
ら
れ
た
こ
と
で
は
な
く
、
全
国
的
に
も

当
時
の
予
防
医
学
協
会
は
医
師
以
外
の
職
業
の
人
が
多
数
参
加

し
て
い
た
。
昭
和
45
年
３
月
に
発
足
し
た
岩
手
県
予
防
医
学
協

会
設
立
準
備
委
員
会
（
代
表
・
遠
山
美
知
）
も
設
立
委
員
と
し

て
岩
持
静
麻
（
県
農
協
中
央
会
長
）、
太
田
俊
穂
（
岩
手
放
送
社

長
）、
渡
辺
武
（
岩
手
日
報
社
長
）
な
ど
美
知
の
知
己
と
も
い
う

べ
き
盛
岡
の
有
名
人
が
名
を
連
ね
た
。
医
療
関
係
で
は
八
木
義

郎
（
盛
岡
市
医
師
会
長
）
と
千
葉
俊
蔵
（
岩
手
県
国
保
連
事
務

局
長
）
が
設
立
委
員
に
な
っ
た
が
、
医
師
会
と
し
て
の
参
加
で

は
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
当
協
会
の
組
織
作
り
は
い
く
つ
も
の
壁
に
ぶ
つ

か
っ
た
が
、
岩
手
国
体
が
開
催
さ
れ
た
節
目
の
年
、
昭
和
45
年

（
１
９
７
０
）
10
月
１
日
に
任
意
団
体
の
岩
手
県
予
防
医
学
協
会

が
誕
生
し
、
遠
山
病
院
の
一
角
を
間
借
り
す
る
形
で
栗
原
以
下

４
人
の
職
員
が
寄
生
虫
卵
検
査
か
ら
業
務
を
開
始
し
た
。

設
立
当
時
の
役
員
構
成

誕
生
の
頃
の
活
動
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
同
年
11
月
10
日
、

寄
生
虫
予
防
の
第
一
人
者
で
あ
る
大
鶴
正
満
先
生
を
講
師
に
招

き
、教
育
会
館
で
「
寄
生
虫
講
演
会
」
を
開
催
し
た
こ
と
で
あ
る
。

す
で
に
過
去
の
問
題
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
強
か
っ
た
寄
生
虫

に
つ
い
て
実
態
を
知
っ
て
も
ら
い
、
寄
生
虫
卵
検
査
へ
の
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
同
年
12
月
18
日
、
県
知
事
の
認
可
を
得
て
財
団
法
人

岩
手
県
予
防
医
学
協
会
が
正
式
に
発
足
し
、
初
代
理
事
長
に
遠

山
美
知
、
常
務
理
事
に
佐
藤
公
哉
（
病
院
長
）、
事
務
局
長
に
内

舘
弘
（
病
院
事
務
長
）、検
診
部
長
に
栗
原
耿
（
病
院
検
査
課
長
）

が
選
任
さ
れ
た
。

顧
問
、
理
事
、
評
議
員
の
名
簿
を
見
る
と
県
知
事
を
は
じ
め

実
に
広
範
且
つ
多
彩
な
顔
ぶ
れ
で
あ
る
が
、
県
医
師
会
の
協
力

が
最
後
ま
で
得
ら
れ
ず
、「
そ
れ
が
そ
の
後
の
協
会
運
営
を
苦
し

く
す
る
と
同
時
に
遠
山
病
院
に
と
っ
て
も
大
変
な
重
荷
を
背
負

う
こ
と
に
な
っ
た
」（
栗
原
・
前
掲
書
）
と
い
う
。

け
れ
ど
も
遠
山
理
事
長
も
栗
原
部
長
も
「
遠
大
に
し
て
且
つ

総
合
的
な
構
想
」
を
胸
に
秘
め
て
、「
当
協
会
は
、
学
術
、
行
政

両
面
か
ら
の
支
援
、
指
導
を
受
け
て
、
医
療
機
関
、
保
健
所
、

地
域
社
会
事
業
等
に
お
け
る
保
健
衛
生
業
務
へ
の
全
面
的
な
協

力
と
県
民
の
健
康
と
福
祉
に
寄
与
す
る
」（
設
立
趣
意
書
）
と
い

う
目
的
に
向
か
っ
て
帆
を
上
げ
た
。

胎動期
1 9 7 0

 7 9

昭和45年―昭和54年

▲
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県
民
の

健
康
と
福
祉
を
願
っ
て

［
予
防
医
学
協
会 

● 

通
史
１
］

遠山病院 3階おどり場を仕切って作った検査事務室（昭和 45 年）

岩手国体ポスター（昭和 45 年）

顧問	 植　松　　　稔	 岩手医科大学公衆衛生学教授
〃	 鈴　木　善　幸	 衆議院議員
〃	 雫　石　隆　孝	 岩手銀行頭取
〃	 千　田　　　正	 岩手県知事
理事長	 遠　山　美　知	 医療法人遠山病院理事長
常務理事	 佐　藤　公　哉	 協会所長、医療法人遠山病院長
〃	 内　舘　　　弘	 協会事務局長、医療法人遠山病院事務長
〃	 栗　原　　　耿	 協会業務、検査部長
理事	 岩　持　静　麻	 岩手県農協中央会長
〃	 太　田　俊　穂	 岩手放送社長
〃	 千　葉　俊　蔵	 岩手県国民健康保険団体連合会事務局長
〃	 八　木　義　郎	 盛岡市医師会長
〃	 渡　辺　　　武	 岩手日報社長
監事	 永　井　一　三	 永井法律事務所長
〃	 宮　田　　　実	 宮田会計事務所長
評議員	 阿　部　金次郎	 岩手労働基準協会事務局長
〃	 岩　渕　長五郎	 岩手県農協役職員連盟会長
〃	 及　川　普　一	 岩手県教育委員会保健体育課長
〃	 加賀谷　精　一	 岩手労働基準局長
〃	 金　子　保　彦	 岩手県立中央病院長
〃	 川　名　林　治	 岩手医科大学細菌学教授
〃	 工　藤　　　厳	 岩手県市町会長
〃	 国　分　保　男	 岩手県町村会長
〃	 佐々木　祐　寿	 医療法人遠山病院集団検診部長
〃	 鈴　木　尚一郎	 秋田県予防衛生協会事務局長
〃	 高　橋　富　雄	 岩手県薬学会長
〃	 多　田　常　治	 岩手県対ガン協会事務局長
〃	 千　葉　五　郎	 岩手県厚生部医薬課長
〃	 寺　島　　　了	 岩手県厚生部環境衛生課長
〃	 中　舘　先発郎	 岩手県厚生部予防課長
〃	 中　野　　　弥	 岩手県衛生研究所長
〃	 村　井　源　一	 岩手県薬剤師会長
〃	 丸　山　宗　利	 宮城県予防医学協会事務局長
〃	 南　出　英　憲	 岩手県学校保健会長
〃	 紀　　　和　夫	 岩手県保健所長会長
〃	 猪　原　光　一	 岩手県結核予防会事務局長

役　名 氏　名 職名（当時）

設立時の役員（昭和 45年12月18日）
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初
年
度
か
ら
多
彩
な
活
動

昭
和
46
年
２
月
、
当
協
会
は
財
団
法
人
日
本
寄
生
虫
予
防
会

な
ら
び
に
財
団
法
人
予
防
医
学
事
業
中
央
会
の
岩
手
支
部
と
し

て
認
定
さ
れ
、
そ
の
頃
か
ら
当
協
会
の
業
務
も
実
質
的
に
ス
タ

ー
ト
し
た
。
そ
し
て
幸
い
な
こ
と
に
同
年
４
月
、
岩
手
県
農
協

婦
人
部
よ
り
重
労
働
に
明
け
暮
れ
る
農
村
婦
人
の
貧
血
検
査
の

委
託
を
受
け
、
農
村
巡
回
検
診
が
始
ま
っ
た
。

こ
れ
と
並
行
し
て
農
協
共
済
連
が
共
済
加
入
者
へ
の
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
実
施
し
て
き
た
巡
回
無
料
検
診
も
、
そ
れ
ま
で
担
当

し
て
き
た
県
立
病
院
に
そ
の
余
裕
が
な
く
な
り
昭
和
46
年
度
か

ら
当
協
会
へ
委
託
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
昭
和
47
年
度
か
ら

は
、
農
協
共
済
連
が
助
成
制
度
を
設
け
て
当
協
会
と
農
協
と
の

関
係
は
密
接
に
な
っ
た
。

こ
の
ほ
か
、『
事
業
年
報
』第
１
号（
昭
和
46
年
度
）を
見
る
と
、

血
液
型
検
査
、
腸
内
細
菌
検
査
、
水
質
検
査
、
梅
毒
血
清
反
応

検
査
、
子
宮
ガ
ン
検
診
、
糖
尿
病
精
密
検
査
、
特
殊
健
康
診
断
、

事
後
指
導
及
び
啓
発
事
業
（
学
校
保
健
担
当
者
会
議
、
循
環
器

疾
患
に
関
す
る
講
習
会
、
農
村
保
健
講
習
会
）、
調
査
研
究
発
表

活
動
な
ど
初
年
度
か
ら
多
彩
な
活
動
を
展
開
し
た
こ
と
が
わ
か

る
。循

環
器
系
検
診
車
「
あ
お
ぎ
り
１
号
」

県
内
初
の
検
診
車
に
よ
る
循
環
器
系
検
診
を
行
っ
た
の
も
初

年
度
で
、
昭
和
46
年
11
月
に
前
沢
町
（
現
・
奥
州
市
前
沢
区
）

の
住
民
健
診
に
お
い
て
心
電
図
、
眼
底
、
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、

貧
血
検
査
な
ど
を
セ
ッ
ト
し
た
方
法
で
実
施
し
た
。

こ
の
検
診
車
に
よ
る
セ
ッ
ト
式
循
環
器
系
検
診
は
、
受
診
者

の
評
判
も
よ
く
十
分
な
手
ご
た
え
が
あ
っ
た
が
、
肝
心
の
検
診

車
は
栗
原
常
務
が
東
京
主
張
の
折
に
見
つ
け
て
き
た
借
り
物
だ

っ
た
た
め
相
手
の
都
合
で
す
ぐ
返
す
こ
と
に
な
り
巡
回
方
式
に

よ
る
循
環
器
系
検
診
の
継
続
が
困
難
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
栗
原
常
務
は
、
当
協
会
独
自
の
検
診
車
を
整
備
す
る

手
立
て
を
探
り
、
労
働
基
準
局
の
支
援
で
労
働
福
祉
事
業
団
か

ら
８
０
０
万
円
の
融
資
を
受
け
、
昭
和
47
年
７
月
、
必
要
最
小

限
度
の
機
器
を
搭
載
し
た
循
環
器
系
検
診
車
を
８
０
１
万
円
で

整
備
し
た
。

こ
れ
が
当
協
会
初
の
循
環
器
系
検
診
車
「
あ
お
ぎ
り
１
号
」

で
あ
る
。
名
前
の
由
来
は
、
昔
、
鳳
凰
と
い
う
め
で
た
い
架
空

の
鳥
が
留
ま
っ
た
と
い
わ
れ
る
木
で
、
当
協
会
の
将
来
を
託
し

た
職
員
の
思
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
た
（
十
和
田
紳
一
「
30
年
の

あ
ゆ
み
」、『
創
立
30
周
年
記
念
誌
』
所
収
）

そ
の
思
い
に
こ
た
え
て
「
あ
お
ぎ
り
１
号
」
は
、
こ
の
あ
と

13
年
間
に
わ
た
っ
て
活
躍
し
た
。
と
く
に
も
昭
和
47
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
農
村
巡
回
検
診
で
は
目
新
し
さ
も
あ
っ
て
当
協

会
の
広
告
塔
と
な
り
、
県
内
各
地
で
話
題
を
集
め
た
。

命
運
を
か
け
た
循
環
器
系
検
診

当
協
会
の
事
業
は
、
設
立
し
て
数
年
の
う
ち
に
急
速
な
拡
大

を
し
た
。
発
足
当
初
４
名
だ
っ
た
当
協
会
職
員
は
、
事
務
所
を

遠
山
病
院
の
一
角
か
ら
近
く
の
施
設
（
旧
済
生
会
盛
岡
産
院
跡
）

へ
移
転
し
独
立
態
勢
に
入
っ
た
昭
和
47
年
４
月
に
20
名
と
な
り
、

昭
和
50
年
代
初
め
に
は
50
名
を
突
破
し
た
。

こ
の
よ
う
な
発
展
の
原
動
力
と
な
っ
た
の
が
循
環
器
系
検
診

で
あ
る
。
昭
和
40
年
代
後
半
、
ガ
ン
や
結
核
は
検
診
体
制
が
す

で
に
出
来
上
が
っ
て
い
た
が
、
循
環
器
系
検
診
は
未
開
拓
の
分

野
で
あ
っ
た
。
当
協
会
は
そ
こ
に
活
路
を
見
出
し
、
当
協
会
の

命
運
を
賭
け
て
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
意
気
込
ん
で
循
環
器
系
検

診
に
着
手
し
た
と
い
う
。

し
か
し
、
当
初
は
市
町
村
も
事
業
所
も
「
予
算
が
な
い
。
余

分
な
検
診
な
ど
と
て
も
」
と
及
び
腰
で
、
農
協
も
同
様
で
受
診

対
象
と
な
る
40
歳
以
上
の
職
員
が
当
時
は
少
な
か
っ
た
の
で
循

環
器
系
検
診
の
需
要
が
少
な
か
っ
た
。
７
～
８
名
の
検
診
ス
タ

ッ
フ
が
「
あ
お
ぎ
り
１
号
」
を
動
か
し
て
各
地
の
農
協
を
巡
回

「事業年報第1号」（昭和 46 年度）検診車「あおぎり1号」（昭和 47年）

旧済生会病院（当時キンダーホーム）2階に移転。建物の右隅に「岩手県予防医学協会」の白い看板がかかっている（昭和 47年）

キンダーホーム 2階（昭和 48 年）

寄生虫担当者だけが一足先にキンダーホーム 2階に引っ越す（昭和 46 年）

農協検診風景（昭和 48 年）

胎動期
chronicle one

県民の
健康と福祉を願って

1 9 7 0
 7 9▲
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検診車「あおぎり2号」（昭和 50 年）

検診車「あおぎり1号」の前で、循環器系検診のメンバー（昭和 47年）

し
て
も
採
算
が
合
わ
な
か
っ
た
。

　

そ
の
と
き
神
風
と
な
っ
た
の
が
昭
和
48
年
に
市
町
村
職
員
共

済
組
合
か
ら
委
託
を
受
け
た
同
組
合
員
１
万
５
０
０
０
人
を
対

象
と
す
る
循
環
器
系
検
診
で
、
市
町
村
の
職
員
が
受
診
を
経
験

し
た
こ
と
に
よ
り
一
般
住
民
に
も
普
及
し
、
そ
の
後
、
警
察
や

公
立
学
校
共
済
へ
広
が
っ
た
。

ま
た
、
一
連
の
検
査
を
セ
ッ
ト
化
し
た
こ
と
や
、
検
診
後
の

事
後
指
導
会
に
力
を
注
い
だ
こ
と
、
市
町
村
の
保
健
婦
さ
ん
や

一
部
の
地
域
で
医
療
機
関
の
先
生
方
の
協
力
を
得
て
個
別
指
導

や
衛
生
講
話
を
行
っ
た
こ
と
な
ど
、
少
な
い
ス
タ
ッ
フ
が
智
恵

を
出
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
重
ね
た
。
さ
ら
に
昭
和
50
年
９

月
に
は
「
あ
お
ぎ
り
２
号
」（
日
本
自
転
車
振
興
会
・
県
共
済
連

の
補
助
）
を
整
備
し
需
要
の
拡
大
に
対
応
し
た
。

こ
の
よ
う
な
努
力
に
よ
っ
て
循
環
器
系
検
診
は
協
会
事
業
の

柱
へ
成
長
し
、
昭
和
52
年
度
に
は
県
内
62
市
町
村
中
34
、
１
０

０
農
協
中
53
が
当
協
会
を
利
用
。
こ
の
う
ち
12
市
町
村
32
農
協

が
一
体
化
と
な
っ
て
多
項
目
検
診
を
行
っ
た
。

草
創
期
の
医
学
的
裏
づ
け

（
岩
手
医
科
大
学
と
の
関
係
）

草
創
期
に
協
会
事
業
の
医
学
的
な
裏
づ
け
と
し
て
大
き
な
支

援
を
し
て
い
た
だ
い
た
の
が
岩
手
医
科
大
学
で
あ
る
。

当
協
会
は
県
医
師
会
の
協
力
を
得
ら
れ
な
い
ま
ま
ス
タ
ー
ト

し
た
た
め
、
設
立
当
初
は
遠
山
病
院
に
全
面
的
な
応
援
を
得
た

が
、
事
業
が
急
速
に
拡
大
す
る
中
で
そ
の
限
界
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
そ
の
た
め
昭
和
47
年
頃
か
ら
主
に
宮
城
県
心
臓
血
管
病

予
防
協
会
（
現
宮
城
県
成
人
病
予
防
協
会
）
の
協
力
を
得
て
職

員
が
交
替
で
仙
台
ま
で
心
電
図
、
心
音
図
等
を
持
参
し
て
判
定

を
お
願
い
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
大
変
な
役
割
を
進
ん
で
引
き
受
け
た
の
が
二
代
目
事
務

局
長
の
奥
山
春
蔵
で
あ
る
。
当
時
、高
速
道
路（
東
北
自
動
車
道
）

は
な
く
国
道
４
号
線
を
片
道
５
時
間
余
も
か
け
て
仙
台
ま
で
往

復
し
た
。「
心
電
図
の
束
の
入
っ
た
布
袋
を
抱
え
車
の
運
転
席
に

乗
り
込
む
姿
に
、
お
気
を
つ
け
て
の
思
い
を
込
め
て
見
送
っ
た

も
の
で
あ
る
」（
川
村
和
子
「
忘
れ
え
ぬ
人
々
」、『
創
立
30
周
年

記
念
誌
』
所
収
）

が
、
こ
の
よ
う
な
や
り
方
が
長
続
き
す
る
は
ず
も
な
く
、
岩

手
医
大
の
協
力
な
し
で
は
事
業
が
成
り
立
た
な
い
と
こ
ろ
ま
で

追
い
込
ま
れ
た
。

そ
の
頃
、
細
菌
学
の
吉
田
昌
男
教
授
に
紹
介
さ
れ
た
の
が
新

任
の
公
衆
衛
生
学
教
室
角
田
文
男
教
授
で
あ
る
。
栗
原
常
務
は
、

角
田
教
授
に
当
協
会
の
現
状
を
説
明
し
事
業
へ
の
協
力
を
必
死

に
要
請
し
、
何
と
か
引
き
受
け
て
い
た
だ
い
た
。
同
じ
く
吉
田

教
授
の
紹
介
で
第
３
外
科
学
教
室
の
新
津
教
授
と
安
井
助
教
授

を
紹
介
さ
れ
、
学
童
の
心
電
図
、
心
音
図
の
判
定
を
引
き
受
け

て
い
た
だ
い
た
。
さ
ら
に
第
２
内
科
学
教
室
、
当
時
の
木
村
教

授
の
ご
配
慮
で
医
局
内
に
成
人
の
心
電
図
判
読
グ
ル
ー
ブ
が
誕

生
し
仙
台
ま
で
の
運
び
屋
稼
業
を
卒
業
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

協
会
と
県
医
師
会
の
関
係

昭
和
50
年
代
前
半
、
当
協
会
は
70
名
近
い
職
員
と
十
数
台
の

車
輌
、
各
種
の
検
診
機
器
な
ど
を
有
す
る
組
織
へ
成
長
し
た
が
、

当
協
会
が
県
医
師
会
や
地
域
医
療
機
関
の
理
解
と
参
加
を
得
ら

れ
な
い
ま
ま
に
発
足
し
た
団
体
だ
と
い
う
弱
点
が
表
面
化
し
た
。

郡
市
医
師
会
の
了
解
な
し
に
成
人
の
循
環
器
系
検
診
、
あ
る

い
は
学
童
の
心
電
図
検
査
等
が
勝
手
に
行
わ
れ
、
事
後
指
導
も

充
分
で
な
く
検
診
の
や
り
っ
ぱ
な
し
が
多
い
と
い
う
不
満
、
不

信
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
り
、
当
協
会
の
活
動

を
無
視
や
拒
否
を
す
る
郡
市
医
師
会
や
医
療
機
関
が
増
加
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
態
が
続
け
ば
、
遠
か
ら
ず
協
会
は
暗
礁
に
乗

り
上
げ
る
と
危
機
感
を
抱
い
た
栗
原
常
務
は
、
昭
和
52
年
10
月

に
開
催
し
た
医
学
講
演
会
（
教
育
会
館
）
を
県
医
師
会
と
共
催

し
た
こ
と
を
契
機
に
関
係
修
復
を
図
り
、
当
協
会
へ
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
要
請
し
た
。

そ
の
と
き
県
医
師
会
の
常
任
理
事
で
地
域
医
療
担
当
者
で
あ

っ
た
田
島
達
郎
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。

「
協
会
の
栗
原
君
か
ら
対
談
の
機
会
を
是
非
持
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
要
望
が
あ
っ
た
。延
ば
し
延
ば
し
に
し
て
い
た
が
、あ
る
日
、

内
丸
の
一
杯
飲
み
屋
で
及
川
正
信
先
生
と
私
と
栗
原
君
と
の
話

し
合
い
が
持
た
れ
た
。
栗
原
君
か
ら
今
後
、
協
会
は
県
医
師
会

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
な
け
れ
ば
や
っ
て
ゆ
け
な
い
、
な
ん
と
か

県
医
師
会
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
、
力
添
え
が
ほ
し
い
と
懇
願
さ
れ

た
。
そ
の
時
の
彼
の
真
剣
そ
の
も
の
の
熱
っ
ぽ
い
眼
差
し
は
今

で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
」（「
回
想
」、『
創
立
20
周
年
記
念
誌
』
所
収
）

協
会
組
織
の
抜
本
的
改
革

一
方
、
農
協
で
も
生
活
活
動
路
線
を
強
化
す
る
た
め
全
農
協

の
立
場
で
組
合
員
の
予
防
検
診
活
動
を
行
う
公
益
法
人
「
農
協

福
祉
事
業
団
」
を
設
立
す
る
こ
と
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
健

康
教
育
や
検
診
事
業
、
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
を
当
協
会
と
提
携
し

て
行
う
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
同
事
業
団
と
協
会
双
方
の
活
動

の
拠
点
と
し
て
農
村
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
、
同
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
事
業
は
全
て
当
協
会
へ
委
託
す
る
こ
と
と
し
た
。

た
だ
し
、
そ
の
前
提
と
し
て
当
協
会
が
医
師
会
組
織
や
地
域
医

療
機
関
と
連
携
協
調
の
で
き
る
機
関
で
あ
る
こ
と
と
い
う
方
針

も
決
定
さ
れ
た
。

医学講演会「脳卒中・心臓病の予防について」開催
（昭和 50 年 11月 27日）

昭和 53 年度予防医学事業推進・寄生虫予防北海道・東北地区
会議での遠山理事長（昭和 53 年 7月27・28日　八幡平ハイツ）
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す
な
わ
ち
、
当
時
の
協
会
の
体
制
、
ス
タ
ッ
フ
で
は
農
協
が

目
指
す
農
民
の
健
康
保
持
と
い
う
理
想
を
実
現
す
る
こ
と
は
難

し
く
、
県
医
師
会
の
積
極
的
な
協
力
体
制
が
不
可
欠
で
あ
る
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
当
協
会
は
抜
本
的
な
組
織
改
革
を
求
め
ら

れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
重
大
局
面
で
県
医
師
会
の
佐
々
木
一
夫
会
長
、

農
協
四
連
の
岩
持
静
麻
会
長
、
協
会
の
遠
山
美
知
理
事
長
は
、

昭
和
53
年
春
か
ら
二
者
会
談
、
三
者
会
談
を
何
度
も
行
っ
た
。

佐
々
木
会
長
は
、
医
師
会
の
や
る
べ
き
大
き
な
目
的
の
一
つ
は

地
域
医
療
活
動
で
あ
る
と
い
う
哲
学
を
持
っ
て
お
り
、
岩
持
会

長
と
は
以
前
か
ら
肝
胆
相
照
ら
す
盟
友
で
あ
り
、
岩
持
会
長
は

「
予
防
に
勝
る
治
療
な
し
」
と
い
う
遠
山
理
事
長
の
信
念
に
深
い

敬
意
を
抱
い
て
い
た
。
そ
の
た
め
お
互
い
が
腹
を
割
っ
た
話
し

合
い
が
で
き
、
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
の
大
所
高
所
か
ら
の
判
断
に

基
づ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
が
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
以
下
の

こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

①
協
会
の
運
営
は
医
師
会
が
中
心
と
な
る
。

②
そ
の
た
め
に
寄
付
行
為
の
一
部
を
改
定
す
る
。

③
そ
の
改
定
に
添
っ
て
従
来
の
理
事
、
評
議
員
の
総
辞
任
、

再
編
成
を
す
る
。

④
農
協
組
織
が
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
、
そ
こ
に
協

会
が
入
り
、
相
互
の
連
携
協
力
関
係
の
樹
立
等
々
を
図
る
。

医
師
会
組
織
が
運
営
に
参
加

寄
付
行
為
は
公
益
法
人
の
憲
法
の
よ
う
な
も
の
で
そ
の
改
定

に
は
県
知
事
の
認
可
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
当
協
会
と
県

医
師
会
は
慎
重
に
協
議
を
重
ね
、
53
年
７
月
26
日
、
県
医
師
会

の
案
を
も
と
に
寄
付
行
為
の
一
部
を
改
定
す
る
こ
と
が
当
協
会

の
理
事
会
で
決
定
さ
れ
た
。

つ
い
で
８
月
11
日
、
従
来
の
協
会
理
事
よ
り
９
名
、
県
医
師

会
よ
り
会
長
、
常
任
理
事
合
せ
て
11
名
、
計
20
名
の
理
事
が
選

任
さ
れ
た
。
評
議
員
も
大
幅
に
増
員
さ
れ
、
従
来
の
評
議
員
の

ほ
か
に
郡
市
医
師
会
長
15
名
が
新
た
に
選
任
さ
れ
た
。

新
役
員
は
、
理
事
の
互
選
に
よ
り
会
長
に
佐
々
木
一
夫
県
医

師
会
長
、
常
任
理
事
に
は
加
藤
十
郎
、
田
島
達
郎
、
小
川
務
、

佐
藤
進
、
吉
田
昌
男
、
角
田
文
男
、
栗
原
耿
の
７
理
事
が
選
任

さ
れ
た
。

当
協
会
産
み
の
親
で
あ
る
遠
山
美
知
理
事
長
は
、
設
立
以
来

事
業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
が
顕
著
で
あ
り
、
そ
の
功
績

を
た
た
え
る
と
同
時
に
当
協
会
の
た
め
に
今
後
も
協
力
し
て
い

た
だ
く
た
め
名
誉
会
長
に
推
戴
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
設
立
８
年
目
に
大
改
革
を
行
っ
た
当
協
会
は
、
県

医
師
会
の
経
営
参
加
に
よ
っ
て
新
た
な
発
展
の
道
を
力
強
く
歩

み
始
め
た
の
で
あ
っ
た
。

清
新
か
つ
学
術
的
な
活
動
を
展
開

生
ま
れ
変
わ
っ
た
協
会
は
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
公
募
し
、

昭
和
54
年
９
月
に
制
定
し
た
。
こ
れ
は
、
岩
手
県
予
防
医
学
協

会
の
頭
文
字
「
い
」
を
、
大
空
を
羽
ば
た
く
鳥
の
モ
チ
ー
フ
で

デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
で
、
平
和
で
健
康
、
そ
し
て
限
り
な
い
県

民
の
幸
福
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
図
案
は
、
盛
岡
市
の
松

好
志
郎
氏
に
よ
る
。

同
年
10
月
に
は
第
７
回
北
日
本
心
臓
血
管
病
予
防
大
会
を
岩

手
県
民
会
館
で
開
催
。
日
野
原
重
明
先
生
（
当
時
、
聖
路
加
看

護
大
学
長
）
の
特
別
講
演
「
成
人
病
の
す
べ
て
は
個
人
の
習
慣

病
」、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
検
診
事
後
指
導
の
効
果
的
な
進
め
方
」

等
を
行
い
、
５
０
０
人
が
参
加
し
た
。

さ
ら
に
同
年
11
月
、
県
内
の
第
一
線
で
活
躍
し
て
い
る
臨
床

医
を
中
心
と
し
て
学
校
保
健
専
門
委
員
会
・
循
環
器
系
検
診
専

門
委
員
会
を
設
置
。
学
術
専
門
的
な
立
場
か
ら
ご
指
導
を
い
た

だ
き
、
各
種
健
康
診
断
の
精
度
を
高
め
た
。

以
後
、
脊
柱
側
弯
検
診
、
呼
吸
器
系
検
診
、
消
化
器
系
検
診
、

ウ
イ
ル
ス
肝
炎
対
策
、
眼
底
検
診
、
乳
が
ん
検
診
な
ど
の
各
種

専
門
委
員
会
、読
影
医
、判
定
医
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
組
織
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
学
術
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
実
現
し
た
の
は
、

県
医
師
会
が
経
営
に
参
加
し
た
大
き
な
成
果
で
あ
る
が
、
そ
の

背
景
に
は
２
代
目
会
長
に
就
任
し
た
佐
々
木
一
夫
会
長
の
熱
意

と
行
動
が
あ
っ
た
。

佐
々
木
会
長
は
就
任
す
る
や
い
な
や
、
各
郡
市
医
師
会
を
巡

回
し
、
当
協
会
事
業
へ
の
協
力
を
要
請
し
て
歩
い
た
。
続
い
て

当
協
会
役
員
、
郡
市
医
師
会
役
員
と
の
懇
談
会
を
郡
市
医
師
会

ご
と
に
開
催
し
て
歩
い
た
。「
夕
方
６
時
か
ら
２
時
間
程
、
会
議

を
行
い
８
時
頃
か
ら
懇
親
会
と
な
り
ま
す
。
談
論
風
発
、
夜
10

時
、
11
時
に
ま
で
続
き
ま
す
。
そ
れ
か
ら
盛
岡
に
向
か
う
わ
け

で
す
が
、
帰
宅
は
12
時
、
１
時
で
あ
り
ま
し
た
」（
栗
原
・
前
掲

書
）
と
い
う
。

シンボルマーク（昭和 54 年 9月制定）

北日本心臓血管病予防大会で座長を務める田島常任理事
（昭和 54 年 10月）

北日本心臓血管病予防大会（昭和 54 年 10月）
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　「医は仁術なり」という哲学を持ち、幅広い人望を集めた佐々木一夫は、明治 45 年生まれの熱血
漢で、昭和 51 年（1976）に岩手県医師会の会長に就任すると、各役員とともに精力的に郡市医師
会を回り、県医師会館の建設、県医師会史の発刊など、会員の理解と協力なくしては成し得ない大
きな事業を実現した。
　予防医学協会の組織改革もその一つで、医師会関係者の中に協会や農協への不信感が広がってい
た当時、「協会の運営を県医師会主導型に変えてほしい」という農協側からの働きかけに応じて医
師会をまとめ、寄付行為の変更と組織改革が実現したのは、各種検診事業や地域保健にも深い造詣
を持っていた佐々木一夫のリーダーシップの賜物である。
　協会を生み、育んだ初代理事長を慈母にたとえるなら、２代会長佐々木一夫は、協会を自立させ
た厳父である。佐々木会長は、県医師会から多くの役員を協会に派遣したが、協会の自主性を尊重
した。
　昭和 55 年７月には協会施設を農村管理センターに移転、また同年 10 月岩手県健康管理センター
が開設され、協会は文字通り「県民の健康と福祉に貢献する」組織にふさわしい機構と体制を整え
ることができた。　
　協会の真の出発ともいえるその時、佐々木会長は
得意の漢詩で言った。
　「万里の長江、あに千里に一曲せざらんや」、万里
の長江も時には湾曲し、流れを変える。道、遠ければ、
行く道に屈曲もある。協会の将来もまた、必ずしも
常に平坦、無事を望みがたい、と。（協会創立 10 周
年記念式典祝辞より）
　その後、日本が成熟社会、長寿社会に転換し、予
防医学は各種検診事業とともに飛躍的な発展を遂げ
た。その節目に佐々木会長が発揮した指導力と人徳
をこれからも忘れてはならない。

　遠山美知は、大正９年（1920）に樺太（現サハリン）で開業医の娘として生まれ、東京の帝国女

子医専で学び、盛岡赤十字病院で実習中に遠山富夫と出会い、戦後、夫ともに盛岡に遠山病院を開

設した。

　二人は、若い頃から疾病予防の重要性に着目し、昭和 30 年代前半に検診事業（結核検診）をスター

トさせ、昭和 40 年代に入ると岩手臨床検査センター（主に寄生虫検査）を立ち上げた。その直後

に富夫が病に倒れたため、美知は、医療法人遠山病院の第２代理事長となり、法人の経営はもとよ

り医療・保健・福祉・国際交流など幅広い分野で指導的な役割を果たすようになった。

　当協会の設立もその一つで、予防医学という考えが医師会関係者からも十分な理解を得られてい

なかった当時、「予防に勝る治療なし」という強い信念と「県民の健康と福祉に寄与する」という理

念を掲げて協会の設立に努め、昭和 45 年（1970）10 月、任意団体として協会を遠山病院内に設立した。

　発足当初の協会は、遠山理事長が「私の同志」と呼び全幅の信頼を寄せた栗原耿（当時、検査・

業務部長）を中心に若いスタッフが奮闘し、遠山理事長は、その成長を暖かく見守った。まさに慈

母のような存在であるが、親としての彼女の偉大さ

は、協会発足８年後に将来的な発展を見通して、協

会の運営を県医師会へ委ねる決断をしたことであ

る。この未来への決断によって協会は抜本的な組織

改革を行い、岩手県農協福祉事業団と連携して事業

所も設備も一新し、隆々たる前途を切り開くことが

できた。

　そのときの思いを初代理事長の遠山美知は「娘を

嫁がせる母親の気持」と言った。幾多の苦難を乗り

越えて協会を生み、育て、見事に嫁がせた親として

の功績はいつまでも消えない。

uman uman

ortrait ortrait

【
人
物
伝
】

【
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物
伝
】2 1

再
興
の
祖

協
会
の

　
生
み
の
親

佐々木一夫 遠山美知
Kazuo Sasaki
［1912-1981］

Michi Toyama
［1920-2008］

第２代会長 初代理事長

佐々木一夫会長と田島達郎常任理事 昭和 47年予防医学協会第1回忘年会

遠山病院前にて（平成 12 年撮影）
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新
天
地
で

飛
躍
に
向
け
た
再
出
発

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
の
建
設

協
会
の
新
し
い
活
動
拠
点
と
な
る
農
村
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

は
、
54
年
８
月
に
着
工
し
、
55
年
６
月
に
完
成
し
た
。
そ
の
建

設
構
想
は
、
昭
和
53
年
の
農
協
福
祉
事
業
団
の
設
立
に
あ
わ
せ

て
設
置
さ
れ
た
「
施
設
研
究
委
員
会
」
で
検
討
さ
れ
た
。
同
委

員
会
に
は
県
か
ら
中
島
医
薬
課
長
、
県
医
師
会
か
ら
田
島
達
郎

常
任
理
事
、
岩
手
医
大
の
斎
藤
企
画
課
長
、
農
協
共
済
連
の
千

葉
茂
夫
常
務
理
事
、
協
会
の
栗
原
常
務
理
事
な
ど
13
名
が
委
員

と
し
て
参
画
し
た
。

同
施
設
は
、
協
会
の
発
展
計
画
な
ど
を
考
慮
し
、
当
面
の
事

業
量
対
応
と
し
て
協
会
職
員
を
昭
和
57
年
度
１
５
０
人
と
見
込

み
、
検
査
施
設
、
人
問
ド
ッ
ク
フ
ロ
ア
な
ど
の
計
画
も
す
べ
て

検
診
機
関
の
施
設
と
し
て
の
面
か
ら
検
討
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
建
設
場
所
は
県
内
各
地
へ
の
高
速
道
路
対
応
な

ど
を
考
慮
し
て
東
北
自
動
車
道
盛
岡
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に

近
い
都
南
村
永
井
地
区
と
し
、
敷
地
面
積
９
９
０
０
㎡
（
３
０

０
０
坪
）、
建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
３
階
建
て
、
延
べ
面
積

５
９
０
０
㎡
（
１
８
０
０
坪
）、建
設
費
11
億
円
が
計
画
さ
れ
た
。

そ
の
資
金
は
福
祉
事
業
団
へ
の
農
協
、
組
合
員
か
ら
の
基
金

拠
出
が
完
了
す
る
ま
で
の
間
、
共
済
農
協
連
が
対
応
す
る
こ
と

と
し
て
資
金
運
用
の
中
で
福
祉
貸
付
を
充
て
る
こ
と
に
し
、
農

林
大
臣
の
特
別
指
定
を
受
け
て
全
国
共
済
連
と
と
も
に
対
応
し

た
。
ま
た
、
福
祉
事
業
団
の
事
業
活
動
、
施
設
建
設
に
対
し
て

県
か
ら
２
億
円
の
助
成
金
が
交
付
さ
れ
た
。

協
会
は
、
農
村
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
の
完
成
に
あ
わ
せ
て
同

年
７
月
、
清
水
町
の
キ
ン
ダ
ー
ホ
ー
ム
２
階
か
ら
新
天
地
へ
移

転
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
協
会
は
、
老
朽
は
な
は
だ
し
い
木
造
家

屋
の
一
角
で
、
２
０
０
坪
あ
ま
り
の
所
に
約
80
人
の
職
員
が
ひ

し
め
き
あ
っ
て
い
た
。
そ
の
状
態
か
ら
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
冷
暖

房
完
備
の
白
亜
の
殿
堂
に
移
っ
た
の
で
、
耐
乏
生
活
を
強
い
ら

れ
て
い
た
職
員
は
ま
さ
し
く
夢
の
よ
う
な
気
持
ち
だ
っ
た
と
い

う
。岩

手
県
民
保
健
セ
ン
タ
ー
の
開
設

岩
手
県
民
保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
県
医
師
会
館
内
に
開
設
さ
れ

る
県
民
健
康
セ
ン
タ
ー
と
両
輪
と
な
っ
て
県
医
師
会
の
地
域
医

療
活
動
を
担
う
機
関
で
、
協
会
の
技
術
集
積
拠
点
と
し
て
昭
和

55
年
10
月
１
日
に
開
設
さ
れ
た
。

こ
れ
に
あ
わ
せ
て
10
月
18
日
、
協
会
創
立
10
周
年
記
念
式
典

並
び
に
県
民
保
健
セ
ン
タ
ー
開
設
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
た
。

以
後
、
岩
手
県
予
防
医
学
協
会
と
岩
手
県
民
保
健
セ
ン
タ
ー
が

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
併
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
実
は
協

会
と
同
セ
ン
タ
ー
は
一
つ
の
団
体
で
、
財
団
法
人
岩
手
県
予
防

医
学
協
会
が
法
人
名
、
岩
手
県
民
保
健
セ
ン
タ
ー
が
機
能
的
な

名
称
で
あ
る
。
い
わ
ば
本
名
と
芸
名
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

同
セ
ン
タ
ー
の
初
代
所
長
は
協
会
常
任
理
事
の
田
島
達
郎
が

就
任
し
、
協
会
常
任
理
事
の
栗
原
耿
が
事
務
局
長
に
就
任
し
た
。

親
分
肌
の
田
島
所
長
と
夢
多
き
熱
血
漢
の
栗
原
事
務
局
長
は
、

協
会
の
発
展
に
心
血
を
注
ぎ
、
職
員
の
意
識
、
技
術
の
向
上
に

努
め
る
と
と
も
に
事
業
の
飛
躍
的
な
拡
大
を
牽
引
し
た
。

躍進期
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［
予
防
医
学
協
会 

● 

通
史
２
］

農村健康管理センター完成（昭和 55 年 6月）

農村健康管理センター落成式で挨拶する岩持静麻農協四連会長9 年間協会施設として使用したキンダーホームとのお別れ会
（昭和 55 年 7月）

創立10周年・岩手県民保健センター開設記念式典・祝賀会で
挨拶する佐々木一夫会長（昭和 55 年 10月18日）

昭和 55 年度大忘年会
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人
間
ド
ッ
ク
事
業

が
ん
の
早
期
発
見
や
早
期
治
療
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
よ
っ

て
「
が
ん
撲
滅
」
を
目
指
そ
う
と
い
う
活
動
は
、
財
団
法
人
日

本
対
が
ん
協
会
が
設
立
さ
れ
た
昭
和
33
年
頃
か
ら
始
ま
っ
た
。

し
か
し
、
が
ん
に
よ
る
死
者
は
年
々
増
加
し
、
１
９
８
０
年
代

初
め
の
昭
和
56
年
に
死
因
第
１
位
と
な
り
、
日
本
人
の
３
人
に

１
人
は
が
ん
で
死
ぬ
時
代
と
な
っ
た
。

言
い
換
え
る
と
日
本
人
は

が
ん
の
恐
怖
に
脅
か
さ
れ
て

お
り
健
康
生
活
に
大
き
な
影

を
落
と
し
て
い
た
。
農
協
福

祉
事
業
団
が
農
村
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
当
た
っ

て
一
日
人
間
ド
ッ
ク
を
巡
回

多
項
目
検
診
と
あ
わ
せ
て
事

業
の
柱
に
据
え
た
の
は
、
そ

の
よ
う
な
背
景
か
ら
で
あ
っ

た
。そ

の
た
め
協
会
は
、
農
村

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
へ
入
居

す
る
前
か
ら
人
間
ド
ッ
ク
開

設
の
準
備
に
取
り
掛
か
り
、

県
下
12
万
農
家
を
対
象
と
し

て
日
帰
り
の
一
日
人
間
ド
ッ

ク
形
式
を
採
用
す
る
こ
と
と

し
、
年
間
６
０
０
０
人
、
一
日
平
均
30
人
の
受
診
人
数
で
、
そ

の
日
の
う
ち
に
結
果
作
成
、
そ
の
日
の
う
ち
に
説
明
、
指
導
と

い
う
基
本
構
想
を
固
め
た
。
そ
れ
に
対
応
し
て
職
員
を
40
人
増

強
す
る
と
同
時
に
、
胃
部
・
胸
部
X
線
装
置
や
生
化
学
分
析
装

置
な
ど
１
億
８
千
万
円
の
機
器
整
備
を
行
っ
た
。

そ
し
て
９
月
９
日
農
協
四
連
の
岩
持
会
長
、
小
関
副
会
長
を

は
じ
め
役
員
の
方
々
が
受
診
者
と
な
り
一
日
人
間
ド
ッ
ク
の
フ

ル
コ
ー
ス
の
試
運
転
を
行
っ
た
。
９
月
18
日
に
は
農
協
福
祉
事

業
団
の
送
迎
バ
ス
が
湯
本
農
協
の
組
合
員
27
人
を
乗
せ
て
セ
ン

タ
ー
玄
関
に
到
着
し
、
一
日
人
間
ド
ッ
ク
が
本
格
的
に
ス
タ
ー

ト
し
た
。

以
来
、
朝
に
バ
ス
を
迎
え
夕
方
に
見
送
る
と
い
う
こ
と
が
日

課
と
な
っ
た
が
、
55
年
度
は
半
年
間
で
３
５
０
０
人
、
56
年
度

は
一
年
間
で
４
５
０
０
人
の
受
診
者
に
と
ど
ま
り
、
当
初
の
目

標
人
数
を
大
き
く
下
回
り
、
協
会
は
２
期
続
け
て
赤
字
決
算
と

な
っ
た
。

こ
の
予
想
外
の
反
応
に
事
業
団
、
共
済
連
、
各
農
協
、
協
会

と
も
に
戸
惑
い
、
57
年
か
ら
共
済
連
が
中
心
と
な
っ
て
体
制
の

立
て
直
し
に
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
事
業
団
や
協
会
で
も
一
日
人

間
ド
ッ
ク
は
集
団
検
診
と
は
考
え
方
、
内
容
、
利
用
方
法
な
ど

が
根
本
的
に
違
う
こ
と
を
市
町
村
職
員
や
保
健
婦
さ
ん
に
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
、
各
市
町
村
単
位
で
会
議
や
検
討
会
を
開
催

し
た
。

こ
の
よ
う
な
努
力
の
結
果
、
58
年
度
は
６
２
０
０
人
、
60
年

度
は
７
５
０
０
人
と
な
り
、
63
年
度
に
は
８
０
０
０
人
を
突
破

し
、
当
初
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。

佐
々
木
会
長
の
逝
去

　

昭
和
56
年
７
月
４
日
、
佐
々
木
会
長
が
心
筋
梗
塞
の
た
め
自

宅
で
急
逝
し
た
。
佐
々
木
会
長
は
、
協
会
に
対
す
る
郡
市
医
師

会
や
地
域
医
療
機
関
の
不
信
感
を
払
拭
す
る
こ
と
に
最
大
に
力

を
注
い
だ
。

　
「
岩
手
県
人
は
岩
手
で
生
き
て
い
る
。
岩
手
県
人
に
合
っ
た
健

康
管
理
を
考
え
る
べ
き
だ
。
日
本
中
で
も
っ
と
も
素
晴
ら
し
い

健
康
県
に
し
よ
う
」
と
い
う
の
が
持
論
で
、
郡
市
医
師
会
行
脚

で
は
「
予
防
医
学
協
会
を
よ
ろ
し
く
」
と
頭
を
下
げ
た
。
そ
の

姿
勢
に
役
員
も
職
員
も
心
を
打
た
れ
た
。

　

ま
た
、
全
県
民
を
視
野
に
入
れ
た
協
会
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

制
定
な
ど
も
佐
々
木
会
長
の
ア
イ
デ
ア
で
あ
り
、
協
会
の
信
頼

向
上
と
知
名
度
の
ア
ッ
プ
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
た
。

「
協
会
再
興
の
祖
」
と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

岩
動
会
長
か
ら
八
木
会
長
へ

佐
々
木
会
長
の
逝
去
に
よ
り
、
同
年
７
月
、
臨
時
理
事
会
で

理
事
岩
動
隆
一
が
会
長
に
選
任
さ
れ
た
。
が
、
岩
動
会
長
は
一

年
余
で
退
任
し
て
名
誉
会
長
と
な
り
、
昭
和
57
年
３
月
、
県
医

師
会
長
八
木
義
郎
が
会
長
に
就
任
し
た
。

八
木
会
長
は
、
協
会
の
設
立
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
、
協
会
と

医
師
会
と
の
パ
イ
プ
役
に
な
っ
て
き
た
。
協
会
の
会
長
に
就
任

し
て
か
ら
は
、
県
医
師
会
か
ら
の
委
託
に
よ
り
心
電
図
解
析
セ

ン
タ
ー
を
開
設
（
昭
和
59
年
）、
医
師
国
保
組
合
か
ら
の
胃
検
診

生化学自動分析装置

佐々木一夫会長葬儀（昭和 56 年 7月9日）

躍進期
chronicle two

新天地で
飛躍に向けた再出発
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多項目血球自動計数装置

機
器
の
貸
与
（
昭
和
62
年
）、県
南
支
所
の
開
設
等
に
尽
力
し
た
。

医
師
国
保
組
合
で
は
組
合
員
と
そ
の
家
族
、
従
業
員
の
巡
回

成
人
病
検
診
を
協
会
に
委
託
し
て
実
施
し
て
い
た
が
、
そ
の
際

協
会
は
、
胃
検
診
に
つ
い
て
は
対
が
ん
協
会
に
協
力
を
お
願
い

し
て
お
り
、
種
々
の
面
で
対
が
ん
協
会
に
迷
惑
を
か
け
て
い
た
。

そ
の
た
め
医
師
国
保
の
理
事
で
も
あ
っ
た
八
木
会
長
は
、
健
康

の
自
己
管
理
意
識
の
高
揚
を
叫
ぶ
医
師
自
ら
が
範
を
示
す
べ
き

だ
と
い
う
考
え
か
ら
、
昭
和
62
年
に
医
師
国
保
の
機
器
と
し
て

胃
検
診
機
器
を
導
入
す
る
こ
と
を
提
案
、
実
現
し
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
協
会
は
、
機
器
の
余
力
を
持
っ
て
事
業
所
検
診
に
際
し

て
対
が
ん
協
会
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
な
く
胃
検
診
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
県
南
支
所
に
つ
い
て
は
「
私
に
と
っ
て
ま
こ
と
に
印

象
深
い
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
協
会
の
将
来
へ
の
大
き
な
布
石
で

あ
り
ま
し
ょ
う
」（「
閑
中
雑
感
」、『
創
立
20
周
年
記
念
誌
』
所
収
）

と
感
想
を
述
べ
て
い
る
。

八
木
会
長
は
、
協
会
の
生
い
立
ち
に
精
通
し
、
設
立
当
初
か

ら
の
職
員
と
も
顔
な
じ
み
で
あ
り
、
職
員
が
伸
び
伸
び
と
仕
事

に
専
念
で
き
る
職
場
風
土
を
醸
成
し
た
。

広
報
誌
「
健
康
い
わ
て
」
創
刊

協
会
の
事
業
内
容
を
大
別
す
る
と
、
広
く
県
民
を
対
象
と
す

る
諸
検
査
健
診
事
業
、
作
業
環
境
測
定
等
の
環
境
調
査
事
業
、

そ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま
え
た
健
康
支
援
活
動
の
三
事
業
と
な
り
、

対
象
別
に
は
学
校
保
健
、
地
域
保
健
、
職
域
保
健
に
分
け
る
こ

事務室（昭和 57年）

検査室（昭和 57年）八木義郎会長
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と
が
で
き
る
。

そ
れ
ら
の
事
業
計
画
や
実
績
を
公
開
し
、
協
会
に
対
す
る
関

係
諸
団
体
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
県
民
一
般
の
意
識
高
揚

に
役
立
て
る
こ
と
は
か
ね
て
の
懸
案
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
57
年

度
か
ら
広
報
誌
発
行
の
予
算
が
実
現
し
、
同
年
４
月
に
創
刊
号

（
B
５
版
10
頁
）
が
発
行
さ
れ
た
。

発
行
目
的
は
、
協
会
の
活
動
紹
介
と
諸
保
健
情
報
の
提
供
、

も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
言
え
ば
「
岩
手
県
予
防
医
学
協
会
の
名

前
を
一
人
で
も
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
そ
し
て
、
そ
れ

を
忘
れ
な
い
で
覚
え
て
も
ら
う
こ
と
」（
田
島
達
郎
「
ボ
ク
の
名

前
は
・
・
・
」、
創
刊
１
０
０
号
所
収
）
で
あ
る
。

広
報
誌
発
行
の
発
案
者
は
田
島
所
長
で
、
名
前
は
職
員
か
ら

公
募
し
て
「
健
康
い
わ
て
」
と
決
め
た
。
年
６
回
偶
数
月
に
２

千
部
発
行
、
県
内
全
市
町
村
、
教
育
委
員
会
、
小
・
中
・
高
等

学
校
、農
協
な
ど
へ
送
付
。内
容
は
協
会
中
心
の
記
事
で
あ
る
が
、

ゆ
く
ゆ
く
は
各
界
の
学
識
経
験
者
や
保
健
担
当
の
方
々
か
ら
の

寄
稿
を
お
願
い
し
て
社
会
性
、
公
共
性
の
高
い
広
報
誌
と
し
て

充
実
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
た
。

創
刊
号
の
表
紙
を
飾
っ
た
写
真
は
協
会
施
設
と
健
診
車
「
あ

お
ぎ
り
号
」
で
あ
っ
た
が
、
表
紙
の
写
真
は
主
に
各
種
イ
ベ
ン

ト
の
生
き
生
き
と
し
た
ス
ナ
ッ
プ
写
真
が
使
わ
れ
た
。
文
字
だ

け
で
な
く
写
真
を
た
く
さ
ん
使
っ
て
見
や
す
く
し
た
の
も
特
徴

の
一
つ
で
、
昭
和
59
年
７
月
発
行
の
第
15
号
か
ら
表
紙
写
真
が

カ
ラ
ー
化
さ
れ
た
。

歴
代
の
編
集
担
当
者
は
、
初
代
が
田
部
国
彦
と
中
山
茂
一
、

２
代
目
が
舟
越
正
幸
、
３
代
目
が
村
上
久
美
子
と
小
路
方
由
士
、

４
代
目
が
千
葉
時
胤
で
創
刊
１
０
０
号
（
平
成
３
年
８
月
発
行
）

を
迎
え
た
。

予
防
医
学
事
業
推
進
全
国
大
会

こ
の
全
国
大
会
は
、
予
防
医
学
事
業
中
央
会
傘
下
の
各
県
支

部
が
一
堂
に
会
し
て
年
一
回
各
県
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
る
大

規
模
な
大
会
で
あ
る
。
昭
和
58
年
度
は
岩
手
県
が
会
場
と
な
り
、

岩
手
県
、
県
教
育
委
員
会
、
盛
岡
市
、
予
防
医
学
事
業
中
央
会
、

日
本
寄
生
虫
予
防
会
、
岩
手
県
予
防
医
学
協
会
が
主
催
者
と
な

っ
た
。

日
時
は
昭
和
58
年
８
月
25
日
（
木
）、
26
日
（
金
）
の
２
日

間
、
会
場
は
岩
手
県
民
会
館
で
、
県
内
外
か
ら
１
７
０
０
余
名

が
参
加
し
た
。
大
会
テ
ー
マ
は
「
生
存
秩
序
の
確
立
を
目
指
し

て
」。特
別
講
演
は「
保
健
活
動
の
は
ざ
ま
を
考
え
る
」と
題
し
て
、

小
泉
明
東
京
大
学
医
学
部
教
授
、
藤
野
志
朗
中
央
大
学
経
済
学

部
教
授
、
須
川
豊
予
防
医
学
事
業
中
央
会
理
事
長
が
そ
れ
ぞ
れ

の
専
門
的
視
点
か
ら
行
っ
た
。
も
う
一
つ
の
講
演
は
N
H
K
医

療
番
組
チ
ー
フ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
行
天
良
雄
氏
の
「
番
組
に
見
る

日
本
人
の
健
康
観
」、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
健
康
教
育
活
動
を
考
え

る
」
等
、
実
際
的
で
中
身
の
濃
い
大
会
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
初
日
の
式
典
に
お
い
て
協
会
顧
問
の
遠
山
美
知
が
予

防
医
学
事
業
中
央
会
感
謝
状
を
、
常
務
理
事
の
栗
原
耿
が
予
防

医
学
事
業
中
央
会
賞
を
受
賞
し
た
、
協
会
に
と
っ
て
記
念
す
べ

き
大
会
と
な
っ
た
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
へ
の
対
応

　

年
々
ふ
え
続
け
て
い
る
健
康
診
断
や
諸
検
査
の
デ
ー
タ
を
、
よ

り
速
く
、
正
確
に
受
診
者
に
か
え
す
た
め
の
方
策
と
し
て
昭
和
59

年
か
ら
健
康
診
断
の
一
部
を
心
臓
検
診
、
循
環
器
系
検
診
、
巡
回

多
項
目
検
診
、
婦
人
健
康
検
査
及
び
定
期
一
般
健
康
診
断
に
お
い

て
バ
ッ
チ
シ
ス
テ
ム
で
統
計
処
理
を
行
っ
て
き
た
。

　

そ
の
後
、
各
種
情
報
処
理
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
に
対
応
す
る
た

め
昭
和
60
年
５
月
、
協
会
内
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
準
備
室
並
び
に
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
検
討
委
員
会
を
設
置
。
検
討
委
員
を
４
グ
ル
ー
プ
に

分
け
、
す
で
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
導
入
し
て
い
る
全
国
の
９
検
診

機
関
の
運
用
状
況
を
視
察
す
る
と
同
時
に
、
日
立
グ
ル
ー
プ
、
岩

手
電
子
計
算
セ
ン
タ
ー
（
現
I
C
S
）
と
の
間
で
検
討
を
重
ね
、

予防医学事業中央会賞受賞の
栗原耿常務理事

同大会で感謝状を受ける
遠山美知協会顧問

予防医学事業推進全国大会（昭和 58 年 8月25・26日）
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そ
れ
ぞ
れ
が
分
担
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
に
あ
た
っ
た
。

　

昭
和
61
年
４
月
１
日
か
ら
従
来
方
式
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
方
式
に

切
り
か
え
、
検
診
か
ら
報
告
ま
で
の
迅
速
化
、
効
率
化
、
デ
ー
タ

バ
ン
ク
機
能
、
検
査
の
精
度
管
理
及
び
受
診
者
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

目
的
と
し
て
、
本
格
的
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
を
実
現
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
循
環
器
系
検
診
、
多
項
目
検
診
、
成
人
病
検
診
、

一
日
人
間
ド
ッ
ク
の
デ
ー
タ
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
し
た
が
、
将
来

は
こ
れ
ら
の
検
診
だ
け
で
な
く
当
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
る
様
々

な
検
診
の
デ
ー
タ
処
理
も
開
発
し
全
面
的
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
を

実
施
し
て
ゆ
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
の
と
き
導
入
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
「
H
I
T
A
C

—

7
0
/
4
5
L
」（
日
立
製
）
で
、
記
憶
容
量
は
主
記
憶
装
置
で

６
０
０
万
文
字
、
補
助
記
憶
装
置
で
10
億
４
千
万
文
字
規
模
の
も

の
で
あ
る
。
こ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
は
８
台
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
V
D
T
）
が
接
続
し
、
画
面
に
う
つ

し
出
さ
れ
た
結
果
表
に
そ
れ
ぞ
れ
の
情
報
や
デ
ー
タ
を
入
力
す

る
。
検
査
室
の
血
液
自
動
分
析
機
の
う
ち
生
化
学
検
査
に
つ
い
て

は
一
時
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
に
デ
ー
タ
を
移
し
、
そ
れ
か
ら
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
に
記
録
さ
れ
る
。
そ
の
他
の
自
動
分
析
機
と
は
オ
ン

ラ
イ
ン
に
な
っ
て
お
り
、
直
接
記
録
さ
れ
る
。

　

ま
た
個
人
の
基
礎
的
な
情
報
は
マ
ー
ク
シ
ー
ト
か
ら
記
録
さ
れ

る
。こ
う
し
て
取
り
入
れ
た
デ
ー
タ
は
、漢
字
プ
リ
ン
タ
ー
に
よ
っ

て
結
果
通
知
書
並
び
に
成
績
一
覧
表
に
漢
字
で
印
字
さ
れ
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
る
。
従
来
の
バ
ッ
チ
シ
ス
テ
ム
で
の
統
計
処
理
で

は
カ
タ
カ
ナ
印
字
で
あ
っ
た
が
、
漢
字
で
印
字
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
っ
た
。

心電図自動電話電送システム HITAC-70/45L

「健康いわて」創刊号
（昭和 57年 4月）
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そ
の
後
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
驚
異
的
な
技
術
革
新
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
普
及
を
考
え
る
と
こ
の
頃
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
高
い
、

大
き
い
、
処
理
速
度
が
遅
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
当
時
は
最

新
鋭
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
で
市
町
村
や
農
協
の
関
係
者
か

ら
注
目
を
集
め
た
。

健
康
教
育
研
究
会

　

効
果
的
な
健
康
教
育
を
目
指
し
て
企
画
さ
れ
た
健
康
教
育
研
究

会
は
、
昭
和
60
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
の
研
究
会
は
、
N
H
K

放
送
文
化
基
金
か
ら
の
助
成
を
得
た
予
防
医
学
事
業
中
央
会
が

「
健
康
ビ
デ
オ
等
の
有
効
利
用
を
地
域
で
研
究
し
あ
う
こ
と
を
通

じ
て
健
康
教
育
活
動
全
般
の
充
実
活
性
化
を
期
す
る
」
と
い
う
目

的
の
も
と
に
全
国
９
県
支
部
を
研
究
会
開
催
県
と
し
て
選
定
し
た

も
の
で
あ
る
。

　

協
会
で
は
同
年
７
月
26
日
、
全
国
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
第
１
回

健
康
教
育
研
究
会
を
県
医
師
会
館
健
康
教
育
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

開
催
し
た
。
県
、
保
健
所
、
市
町
村
等
か
ら
保
健
婦
を
中
心
と
し

た
関
係
者
60
名
余
が
参
加
し
、
午
前
10
時
よ
り
午
後
３
時
ま
で
熱

心
な
研
究
討
議
を
行
っ
た
。

　

当
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
①
実
技
と
理
論
紹
介
、
②
講
演
、
③
意

見
交
換
の
３
部
か
ら
な
り
、
協
会
の
松
尾
洋
一
健
康
教
育
係
長
が

「
健
康
ビ
デ
オ
の
手
法
実
技
」、
広
島
県
の
衛
生
教
育
セ
ン
タ
ー
か

ら
招
い
た
鷹
田
直
紀
氏
が
「
衛
生
教
育
媒
体
の
有
効
性
」
に
つ
い

て
講
演
し
た
。

　

わ
ざ
わ
ざ
広
島
県
か
ら
講
師
を
招
い
た
の
は
、
協
会
内
に
ビ
デ

オ
活
用
の
技
術
を
持
つ
職
員
が
い
な
か
っ
た
め
O
H
P
の
視
覚

教
育
で
豊
富
な
経
験
を
持
つ
松
尾
係
長
を
先
進
団
体
で
あ
る
広
島

県
地
区
衛
生
組
織
連
合
会
に
派
遣
し
て
２
日
間
の
特
訓
を
受
け
た

か
ら
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
後
、
昭
和
61
年
１
月
、
協
会
内
に
健
康
教
育
課
を
設
置
、

十
和
田
紳
一
課
長
の
も
と
に
保
健
婦
３
名
を
含
む
４
名
の
ス
タ
ッ

フ
が
配
属
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
健
康
教
育
研
究
会
は
毎
年
一
回
定
期
的
に
開
催
さ
れ
る

よ
う
な
り
、
そ
の
時
々
に
必
要
と
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
提

供
し
、
健
康
教
育
の
進
め
方
に
つ
い
て
と
も
に
考
え
て
ゆ
く
こ
と

に
な
っ
た
。

県
南
支
所
開
設

　

岩
手
県
に
お
け
る
事
業
所
従
業
員
を
対
象
と
し
た
定
期
健
康
診

断
は
、
協
会
の
ほ
か
保
健
所
や
民
間
の
医
療
機
関
、
あ
る
い
は
県

外
の
検
診
機
関
な
ど
多
く
の
団
体
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

協
会
事
業
と
し
て
こ
の
健
康
診
断
へ
の
対
応
は
、
協
会
設
立
の

翌
年
（
昭
和
46
年
）
か
ら
始
ま
っ
た
。
特
殊
健
康
診
断
、
循
環
器

系
検
診
が
そ
の
端
緒
で
あ
る
が
、
第
１
号
の
胸
部
X
線
検
診
車
が

整
備
さ
れ
た
昭
和
52
年
度
か
ら
胸
部
X
線
検
査
を
組
み
合
わ
せ
た

一
般
健
康
診
断
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
開
始
初
年
度
の
実
績
は
81
事

業
所
、
６
千
人
余
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
事
業
所
検
診
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
拠
点
と
し
て
開
設
さ

れ
た
の
が
県
南
支
所
で
あ
る
。
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ

と
で
他
の
健
診
機
関
と
の
競
争
力
を
つ
け
る
こ
と
が
大
き
な
動
機

躍進期
chronicle two
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で
あ
っ
た
。

　

場
所
は
、工
業
団
地
の
多
い
県
南
地
区
の
水
沢
市
花
園
町
（
現
・

奥
州
市
）
で
、
昭
和
61
年
３
月
29
日
に
開
所
式
を
開
催
し
、
職
員

７
名
、
胸
部
X 

線
検
診
車
１
台
で
業
務
を
開
始
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
当
協
会
の
事
業
所
健
診
は
順
調
に
実
績
を
伸
ば

し
、
平
成
元
年
度
に
は
県
下
１
４
０
０
事
業
所
、
５
万
４
９
７
７

人
へ
飛
躍
的
に
増
大
し
た
。

加
藤
十
郎
会
長

　

昭
和
63
年
４
月
、
八
木
義

郎
会
長
が
退
任
し
、
加
藤
十

郎（
大
正
７
年
盛
岡
生
ま
れ
）

が
会
長
に
就
任
し
た
。

　

高
齢
化
社
会
の
進
行
に
つ

れ
て
長
寿
社
会
対
策
が
国
及
び
県
と
も
に
重
要
政
策
と
な
る
中
、

健
康
管
理
活
動
の
ニ
ー
ズ
が
増
大
す
る
と
同
時
に
多
様
化
し
て
き

た
。
当
協
会
の
事
業
も
順
調
に
発
展
を
続
け
、
県
内
の
代
表
的
な

検
診
機
関
と
し
て
そ
の
任
務
と
活
動
が
ま
す
ま
す
重
要
性
を
増
し

て
き
た
。

　

加
藤
会
長
は
、
こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
を
念
頭
に
役
職
員
一
丸

と
な
っ
て
創
立
の
原
点
を
見
失
う
こ
と
な
く
常
に
資
質
向
上
に
努

め
る
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
、創
立
20
周
年
記
念
事
業
（
式
典
、

祝
賀
会
、
記
念
講
演
会
、
記
念
誌
発
刊
等
）、
県
南
セ
ン
タ
ー
の

開
設
な
ど
の
大
き
な
事
業
の
遂
行
に
尽
力
し
た
。

盛
岡
さ
ん
さ
踊
り
に
初
参
加

　

盛
岡
の
夏
を
彩
る
さ
ん
さ
踊
り
は
、
東
北
の
代
表
的
な
夏
祭
り

の
一
つ
で
あ
り
、
12
回
目
を
迎
え
る
平
成
元
年
８
月
、
当
協
会
は

盛
岡
さ
ん
さ
踊
り
に
初
参
加
し
た
。
２
ヶ
月
近
く
も
前
か
ら
太
鼓

や
踊
り
の
練
習
を
重
ね
、
田
島
専
務
以
下
１
０
０
人
を
超
す
職
員

が
揃
い
の
ゆ
か
た
に
身
を
包
ん
で
、
サ
ッ
コ
ラ
チ
ョ
イ
ワ
ヤ
ッ
セ

と
熱
気
あ
ふ
れ
る
踊
り
を
披
露
し
た
。

　

あ
ま
り
乗
り
気
で
な
か
っ
た
職
員
を
そ
の
気
に
さ
せ
た
の
は
、

祭
り
好
き
の
田
島
専
務
の
熱
意
で
、
疲
労
困
憊
の
中
で
の
達
成
感

と
一
体
感
、
田
島
専
務
は
こ
の
瞬
間
の
素
晴
ら
し
さ
を
職
員
に

知
っ
て
ほ
し
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
（
川
村
和
子
「
忘

れ
得
ぬ
人
々
」）

　

以
来
、
盛
岡
さ
ん
さ
踊
り
へ
の
参
加
は
当
協
会
の
夏
の
風
物
詩

と
な
っ
た
。

第1回健康教育研究会（昭和 60 年 7月26日）平成元年 8月さんさ踊りにて

県南支所開所式（昭和 61年 3月29日）
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［
予
想
外
の
ス
タ
ー
ト
結
果
］

　

当
協
会
の
一
日
人
間
ド
ッ
ク
は
、
県
下
の
農
協
組
合
員
な

ら
び
に
農
協
共
済
契
約
者
を
主
た
る
対
象
と
し
て
、（
財
）
岩

手
県
農
協
福
祉
事
業
団
が
実
施
主
体
と
な
り
、
昭
和
55
年
に

ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

お
り
し
も
協
会
は
創
立
10
周
年
を
迎
え
、
施
設
を
盛
岡
市

西
南
の
永
井
地
区
に
建
設
さ
れ
た
農
村
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

へ
移
転
し
た
直
後
で
あ
っ
た
。
一
日
人
間
ド
ッ
ク
の
ス
タ
ー

ト
に
関
係
機
関
も
協
会
も
大
き
な
期
待
を
寄
せ
、
年
間
受
診

者
６
０
０
０
人
、
そ
の
日
の
う
ち
に
結
果
作
成
、
説
明
、
指

導
と
い
う
基
本
構
想
を
掲
げ
た
。
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
協
会

の
医
師
人
に
加
え
て
外
部
か
ら
内
科
医
２
名
、
婦
人
科
医
１

名
の
応
援
体
制
と
各
種
の
検
査
機
器
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

新
た
に
人
間
ド
ッ
ク
担
当
職
員
30
人
を
採
用
し
た
。

　

こ
う
し
て
準
備
を
進
め
、同
年
９
月
９
日
に
農
協
四
連
（
当

時
）
の
岩
持
会
長
、
小
関
副
会
長
を
は
じ
め
専
務
、
参
事
の

方
々
が
実
験
台
と
な
っ
て
一
日
人
間
ド
ッ
ク
の
試
運
転
を
行

い
、
９
月
18
日
、
最
初
の
受
診
者
と
な
る
湯
本
農
協
の
組
合

員
27
名
を
迎
え
た
。

　

と
こ
ろ
が
初
年
度
の
受
診
者
数
は
３
２
１
９
人
に
と
ど
ま

り
、
翌
年
度
も
４
４
４
９
人
と
低
迷
し
た
。
こ
の
予
想
外
の

結
果
に
関
係
者
は
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。

一
日
人
間
ド
ッ
ク
の
は
じ
ま
り

［
受
診
者
確
保
の
た
め
に
奔
走
］

　

一
日
人
間
ド
ッ
ク
の
た
め
に
大
掛
か
り
な
投
資
と
人
員
増

を
は
か
っ
た
協
会
は
、
55
年
度
、
56
年
度
２
期
連
続
で
大
幅

な
赤
字
決
算
と
な
り
、
苦
境
に
立
た
さ
れ
た
。

　

栗
原
常
務
は
「
誠
に
つ
つ
ま
し
い
会
計
規
模
で
あ
り
ま
し

た
が
、赤
字
決
算
と
い
う
の
は
設
立
以
来
こ
の
時
ま
で
な
か
っ

た
の
で
す
」（
栗
原
耿
「
協
会
１
／
５
世
紀
」
よ
り
）
と
苦
し

い
胸
の
う
ち
を
語
り
、「
実
は
、
こ
の
一
日
人
間
ド
ッ
ク
は
、

農
協
の
事
業
と
し
て
農
協
組
合
員
に
普
及
し
て
ゆ
く
と
い
う

基
本
方
針
で
ス
タ
ー
ト
し
た
た
め
、
市
町
村
へ
の
協
力
要
請

や
説
明
は
あ
ま
り
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
」
と
、
市
町
村

と
の
連
携
、
と
く
に
保
健
婦
の
協
力
な
し
で
は
ど
う
に
も
な

ら
な
い
と
反
省
し
た
。

　

共
済
連
も
、
事
業
計
画
に
そ
っ
て
県
下
83
農
協
（
当
時
）

に
割
り
当
て
れ
ば
受
診
者
が
確
保
で
き
る
と
い
う
甘
い
予
測

を
捨
て
、
態
勢
の
立
て
直
し
に
取
り
組
ん
だ
。

　

市
町
村
と
農
協
が
一
体
と
な
っ
た
事
業
と
し
て
推
進
す
る

方
策
を
模
索
し
た
。
各
市
町
村
単
位
で
検
討
会
や
会
議
を
開

催
し
、
人
間
ド
ッ
ク
を
市
町
村
の
検
診
事
業
の
一
つ
に
組
み

入
れ
て
も
ら
い
、
農
協
の
受
診
料
補
助
に
上
乗
せ
し
て
市
町

村
か
ら
も
補
助
を
出
し
て
も
ら
う
こ
と
や
、
市
町
村
長
と
農

協
組
合
長
の
連
名
で
受
診
者
を
募
集
す
る
こ
と
、
人
間
ド
ッ

ク
の
デ
ー
タ
を
保
健
婦
の
保
健
指
導
に
活
用
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
等
々
、
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
検
討
し
、
実
施
し
た
。

こ
う
し
て
地
道
な
努
力
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
昭
和
57
年
度

の
受
診
者
数
は
６
６
４
５
人
と
な
り
目
標
を
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

そ
の
後
は
市
町
村
と
の
連
携
が
順
調
に
進
み
、
年
ご
と
に

受
診
者
が
増
加
し
た
。開
始
13
年
目
の
平
成
４
年（
１
９
９
２
）

に
１
万
人
を
突
破
し
、
平
成
12
年
に
は
ス
タ
ー
ト
時
の
約
５

倍
に
あ
た
る
１
万
６
６
１
８
人
が
受
診
し
た
。

［
検
査
項
目
の
増
加
と
有
所
見
率
の
増
加
］

　

一
日
人
間
ド
ッ
ク
の
検
査
項
目
も
時
代
と
と
も
に
変
化
し

た
。
体
脂
肪
、血
清
鉄
、Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、Ｈ
Ｃ
Ｖ
、

前
立
腺
特
異
抗
原
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
、
腹
部
超
音
波
検

査
、
踵
骨
超
音
波
検
査
、
心
臓
超
音
波
検
査
、
歯
周
病
な
ど
、

有
効
性
の
あ
る
検
査
項
目
を
次
々
に
加
え
、
現
在
は
70
項
目

を
超
え
て
い
る
。

　

こ
れ
に
あ
わ
せ
て
有
所
見
率
も
増
加
し
、
平
成
12
年
度
の

有
所
見
率
は
全
体
で
98.
9
％
に
の
ぼ
り
、
総
合
判
定
に
お
け

る
要
指
導
が
50
％
、
要
医
療
が
40
％
に
達
し
た
。
有
所
見
率

の
高
い
も
の
は
心
電
図
、
肝
疾
患
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
、
貧
血
、

腎
疾
患
な
ど
で
、
生
活
習
慣
病
や
が
ん
疾
患
な
ど
の
早
期
発

見
・
予
防
の
た
め
に
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
改
め
て
実
感
さ
せ
た
。

［
安
心
安
全
な
人
間
ド
ッ
ク
を
目
指
し
て
］

　

平
成
16
年
、
当
協
会
は
人
間
ド
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、

一
日
人
間
ド
ッ
ク
の
他
に
脳
ド
ッ
ク
、
心
臓
ド
ッ
ク
、
肺
ド
ッ

ク
、
レ
デ
ィ
ー
ス
ド
ッ
ク
な
ど
の
専
門
ド
ッ
ク
を
加
え
、
こ

れ
ら
の
ド
ッ
ク
を
自
由
に
組
み
合
わ
せ
て
受
診
で
き
る
こ
と

が
可
能
に
な
っ
た
。

　

ま
た
近
年
は
、
よ
り
精
度
の
高
い
検
査
を
よ
り
早
く
提
供

す
る
こ
と
や
、
多
様
な
人
間
ド
ッ
ク
の
メ
ニ
ュ
ー
の
中
か
ら

受
診
者
一
人
ひ
と
り
の
要
望
に
合
わ
せ
て
受
診
す
る
こ
と
な

ど
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
日
本
人
間
ド
ッ
ク
学
会
に
よ
る
人
間
ド
ッ
ク
健

診
施
設
機
能
評
価
制
度
、
人
間
ド
ッ
ク
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
人

材
養
成
、
人
間
ド
ッ
ク
専
門
医
制
度
な
ど
も
導
入
さ
れ
、
安

心
安
全
な
受
診
環
境
の
整
備
が
必
要
不
可
欠
に
な
っ
た
。

　

当
協
会
は
、
こ
の
よ
う
な
変
化
に
率
先
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
一
日
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
者
数
の
伸
び
率
は
ほ
ぼ

横
ば
い
の
状
態
が
続
い
て
い
る
。 

ス
タ
ー
ト
直
後
に
赤
字
に

転
落
と
い
う
困
難
な
状
況
を
打
破
し
て
一
日
人
間
ド
ッ
ク
事

業
を
軌
道
に
乗
せ
た
先
人
た
ち
の
取
り
組
み
を
思
い
起
こ
し
、

持
続
的
な
発
展
を
続
け
て
ゆ
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
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